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編集者  西島 由紀恵 

 みなさま、お元気でおすごしですか。 

「にしじま通信」も、おかげさまで、丸３年がたちました。 

日記も家計簿も三日坊主の私が、こんなに続けてこられたのは、間違いなく、 

みなさまからのあたたかい声があったからだと思っております。本当にありがとう

ございます。これからも、心があっ
・ ・

たまる
・ ・ ・

通信を心がけてまいりますね。 

 

 先日、永年勤続の表彰がありました。今年は、１０年勤続が１名。 

感謝の気持ちを言葉だけでなく形にしたくて、社長と相談して、“温泉旅館スィート

ルーム宿泊券”をプレゼントしました。日頃の疲れを、癒してもらえたら・・・と、ご

夫婦で行っていただきました。 

 大変喜んでもらい、自分たちが行ったよりも、ずっと嬉しかったです 

今後も永年勤続表彰は、続けていきます。 

たとえ、会社が明日倒産というときであっても、必ずなにかしらの感謝の贈り物を

したいと思ってます。永く働いてもらうということは、それほど尊く、意義のあるこ

とだと思っているからなんです。 
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････木になるおはなし････ 

 

 

 
 

木材は建物に使われてからでも、雨が降ったときや、梅雨の時期

など湿気が多いときに伸び、乾くと縮む伸縮性があります。 

心持ち材（心を持った柱や板）は、乾燥が進むと内と外の収縮率が

違うため、外側にひび割れを起こします。 

 せっかくの柱や梁が建ててから、ひびが入ったのでは見苦しいも

のです。そのため、心持ち材を柱などにする場合は、ひび割れが出ないように、あらかじ

め木材の中心まで、切れ目を入れておきます。割れる前に割っておくのです。 

 割り込みを入れておけば、その部分で柱全体の伸縮を調節することができるからです。

このように中心まで入れた切れ目を「背割り」といいます。 

 「背割り」は、真四角の柱だけでなく、神社などに使われる円い柱にも施されています。 

 

 

 
 

 携帯電話会社各社が出している割引サービス･･･あるのは知ってても、どう

いう割引を使えばいいかわからないという人も多いようです。 
 

でも、心配いりません。 

加入している携帯電話会社のサービスセンターに電話して（請求書にフリーダイヤルが

かいてあります）、「もっと安くなるプランないですか？」と聞けば、プロが利用状況を

見ながら、最適な割引を教えてくれます。 

プランをかえると、どれくらい電話料金が安くなるかも教えてくれます。 

それで納得できれば、その場でプランが変えれます。 もちろん、無料サービス。 
 

 また、電話料金を払う時には、クレジットカード引き落としにしておくと、カード会社の

ポイントがつきます。１００円につき、１ポイントというところが多いので、家族の通信費

（携帯電話・固定電話・プロバイダー代など）が３万円だとすると、月３００円、年間３６００

円ぶんのポイントになります。 

ただし、金銭感覚のない人は、クレジットカードでのお支払いは、おすすめできません。 

ちょっと 


